
き ず な

代 表 質 問
議会事務局

処 理 欄

令和 ３年 ２月１６日 ８時４１分 受付

質 問 順 位 第 ２ 番

武豊町議会議長 福本 貴久 殿

武豊町議会議員 青木 信哉

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て
令和３年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います)

1.令和３年度予

算(案)について

【趣旨説明】

令和２年１０月５日に町長から各部課長宛てに令和３年度予算編成方

針が示されました。令和３年度予算編成は義務的経費や継続的な事業を

中心に編成するものとし、新しい生活様式の定着と、ウイズコロナ・アフ

ターコロナといった社会情勢の変化を的確に捉え、町民の健康と生活を

守ること、また地域経済活動の回復を図ることを何より優先して取り組

むことと示されました。

武豊町の将来を見据え進めてきた、令和４年度供用開始予定の「屋内温

水プール」「知多南部広域環境センター」と「知多武豊駅東土地区画整理

事業」「武豊中央公園整備事業」などを含め、まちの将来像「心つなぎ み

んなでつくる スマイルタウン」を目指し９つのまちづくりの目標に対

して実施計画、予算編成をされたと思います。

そして先に示された令和３年度予算（案）は一般会計１６２億７百万

円、対前年度比１４．４％、３７億７百万円増。これは過去最高の予算規

模であり、特別会計などを含む全会計では２３０億６１４１万２千円と

なりました。

そこで以下質問します。

【質問事項】

①令和３年度は「第６次武豊町総合計画」「実施計画」の初年度でもあり、

２０２０年に「第７次行革プラン」が改訂されました。コロナ禍におい

て自主財源である町民税の減収が予想される中、どのような予算編成

をされたのか。

②町債と各基金からの繰入金が大幅増だが、新型コロナ対策や災害への

備えも含め今後の町債、財政調整基金の運用についての考えは。

③会派きずなでは、令和２年１０月１５日に新型コロナウイルス感染症

への継続的支援を含めた５７項目にわたる「令和３年度予算要望書」を

籾山町長宛に提出した、この中で令和３年度予算に反映されたものは

何かあるか。
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2.ごみ減量化へ

の取組みについ

て

【趣旨説明】

平成１３年に家電リサイクル法が施行され、平成１６年及び平成２１

年に同法の対象製品の追加、平成２５年に小型家電リサイクル法の施行

と第三次循環型社会形成推進基本計画が閣議決定されるなど、ごみの循

環の量に加え、循環の質にも着目した施策の展開が方針づけられるなど、

国の廃棄物行政が大きく変化してきました。本町に於いても平成２７年

度から令和６年度までの１０年間を計画期間とした「武豊町ごみ処理基

本計画」を策定し、併せて知多南部広域環境センターの令和４年４月供用

開始に向けて、家庭系可燃ごみを平成２６年度と比較して年間１、０００

トン削減する事を目標に掲げました。

本町ではごみの減量・資源化に向けて、たけとよ資源回収エコステーシ

ョンを平成２２年度にさらに、「おおあし資源回収エコステーション」を

平成２６年度に供用開始し、平成２９年度には雑紙・木製粗大ごみ・刈草・

剪定枝の資源化などに取り組んできましたが、現在目標の削減には、達し

ていません。そして令和２年４月には「武豊町ごみ減量化実施計画」を策

定し、さらなるごみ減量化を図るため、令和３年４月よりごみ処理有料化

（指定袋の制度改定）を行う事となりました。この実施計画ではごみ処理

の現状及び課題を明らかにし、ごみ減量化に向けた目標と３つの行動方

針を掲げています。そこで以下質問します。

【質問事項】

①武豊町の出すごみの減量化の状況はどうなっているのか。

②ごみ減量化の目標と、どのような施策を考えているか。

③令和３年４月から導入する指定袋の制度改定についての住民説明会が

コロナ禍に於いて中止となった、周知はどのようにおこなったのか。

④２月の行政報告会で町長より、ごみ減量と区への加入促進も踏まえて

区への支援を考えていくと報告がされたが、どのような内容を考えて

いるか。

⑤事業系ごみの減量化はどのような施策を考えているか。


